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【手続補正書】
【提出日】平成31年3月8日(2019.3.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　高次アンビソニックオーディオ信号を表すビットストリームを復号するように構成され
たデバイスであって、
　前記ビットストリームを記憶するように構成されたメモリと、
　　前記ビットストリームにおいて指定されたレイヤの数の指示を前記ビットストリーム
から取得することと、
　　前記ビットストリームにおいて指定されたチャネルの数の指示を前記ビットストリー
ムから取得することと、
　　前記ビットストリームにおいて指定されたレイヤの前記数の前記指示、および前記ビ
ットストリームにおいて指定されたチャネルの前記数の前記指示に基づいて、前記ビット
ストリームの前記レイヤを取得することと、
　を行うように構成された１つまたは複数のプロセッサと、
　を備えるデバイス。
【請求項２】
　前記１つまたは複数のプロセッサは、前記レイヤのうちの少なくとも１つに関する、前
記ビットストリームにおいて指定されたフォアグラウンドチャネルの数の指示を取得する
ように構成され、
　前記１つまたは複数のプロセッサは、フォアグラウンドチャネルの前記数の前記指示に
基づいて、前記ビットストリームの前記レイヤのうちの前記少なくとも１つに関する前記
フォアグラウンドチャネルを取得するように構成される、
　請求項１に記載のデバイス。
【請求項３】
　前記１つまたは複数のプロセッサは、前記レイヤのうちの少なくとも１つに関する、前
記ビットストリームにおいて指定されたバックグラウンドチャネルの数の指示を取得する
ように構成され、
　前記１つまたは複数のプロセッサは、バックグラウンドチャネルの前記数の前記指示に
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基づいて、前記ビットストリームの前記レイヤのうちの前記少なくとも１つに関する前記
バックグラウンドチャネルを取得するように構成される、
　請求項１に記載のデバイス。
【請求項４】
　前記レイヤの前記数の前記指示は、レイヤの前記数が２であることを示し、
　前記２つのレイヤは、ベースレイヤとエンハンスメントレイヤとを備え、
　前記１つまたは複数のプロセッサは、フォアグラウンドチャネルの数が、前記ベースレ
イヤに関して０、前記エンハンスメントレイヤに関して２であることの指示を取得するよ
うに構成される、
　請求項１に記載のデバイス。
【請求項５】
　前記レイヤの前記数の前記指示は、レイヤの前記数が２であることを示し、
　前記２つのレイヤは、ベースレイヤとエンハンスメントレイヤとを備え、
　前記１つまたは複数のプロセッサは、バックグラウンドチャネルの数が、前記ベースレ
イヤに関して４、前記エンハンスメントレイヤに関して０であることの指示を取得するよ
うに構成される、
　請求項１に記載のデバイス。
【請求項６】
　前記レイヤの前記数の前記指示は、レイヤの前記数が３であることを示し、
　前記３つのレイヤは、ベースレイヤと、第１のエンハンスメントレイヤと、第２のエン
ハンスメントレイヤとを備え、
　前記１つまたは複数のプロセッサは、フォアグラウンドチャネルの数が、前記ベースレ
イヤに関して０、前記第１のエンハンスメントレイヤに関して２、前記第３のエンハンス
メントレイヤに関して２であることの指示を取得するように構成される、
　請求項１に記載のデバイス。
【請求項７】
　前記レイヤの前記数の前記指示は、レイヤの前記数が３であることを示し、
　前記３つのレイヤは、ベースレイヤと、第１のエンハンスメントレイヤと、第２のエン
ハンスメントレイヤとを備え、
　前記１つまたは複数のプロセッサは、バックグラウンドチャネルの数が、前記ベースレ
イヤに関して２、前記第１のエンハンスメントレイヤに関して０、前記第３のエンハンス
メントレイヤに関して０であることの指示を取得するようにさらに構成される、
　請求項１に記載のデバイス。
【請求項８】
　前記レイヤの前記数の前記指示は、レイヤの前記数が３であることを示し、
　前記３つのレイヤは、ベースレイヤと、第１のエンハンスメントレイヤと、第２のエン
ハンスメントレイヤとを備え、
　前記１つまたは複数のプロセッサは、フォアグラウンドチャネルの数が、前記ベースレ
イヤに関して２、第１のエンハンスメントレイヤに関して２、第３のエンハンスメントレ
イヤに関して２であることの指示を取得するように構成される、
　請求項１に記載のデバイス。
【請求項９】
　前記レイヤの前記数の前記指示は、レイヤの前記数が３であることを示し、
　前記３つのレイヤは、ベースレイヤと、第１のエンハンスメントレイヤと、第２のエン
ハンスメントレイヤとを備え、
　前記１つまたは複数のプロセッサは、バックグラウンドチャネルの数が、前記ベースレ
イヤに関して０、前記第１のエンハンスメントレイヤに関して０、前記第３のエンハンス
メントレイヤに関して０であることを示すバックグラウンドシンタックス要素を取得する
ようにさらに構成される、
　請求項１に記載のデバイス。
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【請求項１０】
　レイヤの前記数の前記指示は、前記ビットストリームの以前のフレームにおけるレイヤ
の数の指示を備え、
　前記１つまたは複数のプロセッサは、
　現在のフレームにおいて前記ビットストリームのレイヤの数が、前記以前のフレームに
おける前記ビットストリームのレイヤの前記数と比較して、変化しているかどうかの指示
を取得することと、
　前記現在のフレームにおいて前記ビットストリームのレイヤの前記数が変化しているか
どうかの前記指示に基づいて、前記現在のフレームにおける前記ビットストリームのレイ
ヤの前記数を取得することと、
　を行うようにさらに構成される、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１１】
　前記１つまたは複数のプロセッサは、前記現在のフレームにおいて前記ビットストリー
ムのレイヤの前記数が、前記以前のフレームにおける前記ビットストリームのレイヤの前
記数と比較して、変化していないことを前記指示が示すときに、前記現在のフレームにお
ける前記ビットストリームのレイヤの前記数を、前記以前のフレームにおける前記ビット
ストリームのレイヤの前記数と同じものであると決定するようにさらに構成される、
　請求項１０に記載のデバイス。
【請求項１２】
　前記１つまたは複数のプロセッサは、前記現在のフレームにおいて前記ビットストリー
ムのレイヤの前記数が、前記以前のフレームにおける前記ビットストリームのレイヤの前
記数と比較して、変化していないことを前記指示が示すときに、前記現在のフレームに関
する前記レイヤのうちの１つまたは複数における成分の現在の数が、前記以前のフレーム
の前記レイヤのうちの１つまたは複数における成分の以前の数と同じであることの指示を
取得するようにさらに構成される、
　請求項１０に記載のデバイス。
【請求項１３】
　レイヤの前記数の前記指示は、前記ビットストリームにおいて３つのレイヤが指定され
ていることを示し、
　前記１つまたは複数のプロセッサは、
　ステレオチャネル再生をもたらす前記高次アンビソニックオーディオ信号のバックグラ
ウンド成分を示す前記ビットストリームの前記レイヤのうちの第１のものを取得すること
と、
　１つまたは複数の水平面上に配置された３つ以上のスピーカーによる３次元再生をもた
らす前記高次アンビソニックオーディオ信号の前記バックグラウンド成分を示す前記ビッ
トストリームの前記レイヤのうちの第２のものを取得することと、
　前記高次アンビソニックオーディオ信号のフォアグラウンド成分を示す前記ビットスト
リームの前記レイヤのうちの第３のものを取得することと、
　を行うように構成される、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１４】
　レイヤの前記数の前記指示は、前記ビットストリームにおいて３つのレイヤが指定され
ていることを示し、
　前記１つまたは複数のプロセッサは、
　モノチャネル再生をもたらす前記高次アンビソニックオーディオ信号のバックグラウン
ド成分を示す前記ビットストリームの前記レイヤのうちの第１のものを取得することと、
　１つまたは複数の水平面上に配置された３つ以上のスピーカーによる３次元再生をもた
らす前記高次アンビソニックオーディオ信号の前記バックグラウンド成分を示す前記ビッ
トストリームの前記レイヤのうちの第２のものを取得することと、
　前記高次アンビソニックオーディオ信号のフォアグラウンド成分を示す前記ビットスト
リームの前記レイヤのうちの第３のものを取得することと、
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　を行うように構成される、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１５】
　レイヤの前記数の前記指示は、前記ビットストリームにおいて３つのレイヤが指定され
ていることを示し、
　前記１つまたは複数のプロセッサは、
　ステレオチャネル再生をもたらす前記高次アンビソニックオーディオ信号のバックグラ
ウンド成分を示す前記ビットストリームの前記レイヤのうちの第１のものを取得すること
と、
　単一の水平面上に配置された３つ以上のスピーカーによるマルチチャネル再生をもたら
す前記高次アンビソニックオーディオ信号の前記バックグラウンド成分を示す前記ビット
ストリームの前記レイヤのうちの第２のものを取得することと、
　２つ以上の水平面上に配置された３つ以上のスピーカーによる３次元再生をもたらす前
記高次アンビソニックオーディオ信号の前記バックグラウンド成分を示す前記ビットスト
リームの前記レイヤのうちの第３のものを取得することと、
　前記高次アンビソニックオーディオ信号のフォアグラウンド成分を示す前記ビットスト
リームの前記レイヤのうちの第４のものを取得することと、
　を行うように構成される、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１６】
　レイヤの前記数の前記指示は、前記ビットストリームにおいて３つのレイヤが指定され
ていることを示し、
　前記１つまたは複数のプロセッサは、
　モノチャネル再生をもたらす前記高次アンビソニックオーディオ信号のバックグラウン
ド成分を示す前記ビットストリームの前記レイヤのうちの第１のものを取得することと、
　単一の水平面上に配置された３つ以上のスピーカーによるマルチチャネル再生をもたら
す前記高次アンビソニックオーディオ信号の前記バックグラウンド成分を示す前記ビット
ストリームの前記レイヤのうちの第２のものを取得することと、
　２つ以上の水平面上に配置された３つ以上のスピーカーによる３次元再生をもたらす前
記高次アンビソニックオーディオ信号の前記バックグラウンド成分を示す前記ビットスト
リームの前記レイヤのうちの第３のものを取得することと、
　前記高次アンビソニックオーディオ信号のフォアグラウンド成分を示す前記ビットスト
リームの前記レイヤのうちの第４のものを取得することと、
　を行うように構成される、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１７】
　レイヤの前記数の前記指示は、前記ビットストリームにおいて２つのレイヤが指定され
ていることを示し、
　前記１つまたは複数のプロセッサは、
　ステレオチャネル再生をもたらす前記高次アンビソニックオーディオ信号のバックグラ
ウンド成分を示す前記ビットストリームの前記レイヤのうちの第１のものを取得すること
と、
　単一の水平面上に配置された３つ以上のスピーカーによる水平方向マルチチャネル再生
をもたらす前記高次アンビソニックオーディオ信号の前記バックグラウンド成分を示す前
記ビットストリームの前記レイヤのうちの第２のものを取得することと、
　を行うように構成される、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１８】
　前記高次アンビソニックオーディオ信号に基づいて音場を再生するように構成されたラ
ウドスピーカーをさらに備える、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１９】
　高次アンビソニックオーディオ信号を表すビットストリームを復号する方法であって、
　１つまたは複数のプロセッサによって、前記ビットストリームにおいて指定されたレイ
ヤの数の指示を、前記ビットストリームから取得することと、
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　前記１つまたは複数のプロセッサによって、前記ビットストリームにおいて指定された
チャネルの数の指示を取得することと、
　前記１つまたは複数のプロセッサによって、前記ビットストリームにおいて指定された
レイヤの前記数の前記指示、および前記ビットストリームにおいて指定されたチャネルの
前記数の前記指示に基づいて、前記ビットストリームの前記レイヤを取得することと、
　を備える方法。
【請求項２０】
　前記ビットストリームにおいて指定されたチャネルの前記数の前記指示を取得すること
は、前記レイヤのうちの少なくとも１つに関する、前記ビットストリームにおいて指定さ
れたフォアグラウンドチャネルの数の指示を取得することを備え、
　前記レイヤを取得することは、フォアグラウンドチャネルの前記数の前記指示に基づい
て、前記ビットストリームの前記レイヤのうちの前記少なくとも１つに関する前記フォア
グラウンドチャネルを取得することを備える、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記ビットストリームにおいて指定されたチャネルの前記数の前記指示を取得すること
は、前記レイヤのうちの少なくとも１つに関する、前記ビットストリームにおいて指定さ
れたバックグラウンドチャネルの数の指示を取得することを備え、
　前記レイヤを取得することは、バックグラウンドチャネルの前記数の前記指示に基づい
て、前記ビットストリームの前記レイヤのうちの前記少なくとも１つに関する前記バック
グラウンドチャネルを取得することを備える、請求項１９に記載の方法。
【請求項２２】
　前記ビットストリームにおいて指定されたチャネルの前記数の前記指示を取得すること
は、前記レイヤのうちの少なくとも１つに関する、前記ビットストリームにおいて指定さ
れたフォアグラウンドチャネルの数の指示を、前記レイヤのうちの前記少なくとも１つが
取得された後に前記ビットストリームにおいて残存するチャネルの数に基づいて解析する
ことを備え、
　前記レイヤを取得することは、フォアグラウンドチャネルの前記数の前記指示に基づい
て、前記レイヤのうちの前記少なくとも１つの前記フォアグラウンドチャネルを取得する
ことを備える、請求項１９に記載の方法。
【請求項２３】
　前記レイヤのうちの前記少なくとも１つが取得された後に前記ビットストリームにおい
て残存するチャネルの前記数は、シンタックス要素によって表される、請求項２２に記載
の方法。
【請求項２４】
　前記ビットストリームにおいて指定されたチャネルの前記数の前記指示を取得すること
は、前記レイヤのうちの少なくとも１つに関する、前記ビットストリームにおいて指定さ
れたバックグラウンドチャネルの数の指示を、前記レイヤのうちの前記少なくとも１つが
取得された後のチャネルの数に基づいて解析することを備え、
　前記レイヤを取得することは、バックグラウンドチャネルの前記数の前記指示に基づい
て、前記ビットストリームから前記レイヤのうちの前記少なくとも１つに関する前記バッ
クグラウンドチャネルを取得することを備える、請求項１９に記載の方法。
【請求項２５】
　前記レイヤのうちの前記少なくとも１つが取得された後に前記ビットストリームにおい
て残存するチャネルの前記数は、シンタックス要素によって表される、請求項２４に記載
の方法。
【請求項２６】
　前記ビットストリームの前記レイヤは、ベースレイヤとエンハンスメントレイヤとを備
え、
　前記方法は、前記高次アンビソニックオーディオ信号のバックグラウンド成分の相関化
された表現を取得するために、前記ベースレイヤの１つまたは複数のチャネルに関して相
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関化変換を適用することをさらに備える、請求項１９に記載の方法。
【請求項２７】
　前記相関化変換は逆ＵＨＪ変換を備え、ここで、前記ＵＨＪ変換のＵがＵｎｉｖｅｒｓ
ａｌ（ＵＤ－４）のＵを指し、前記ＵＨＪ変換のＨがＭａｔｒｉｘ　ＨのＨを指し、およ
び前記ＵＨＪ変換のＪがＳｙｓｔｅｍ　４５ＪのＪを指す、請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　前記相関化変換は逆モード行列変換を備える、請求項２６に記載の方法。
【請求項２９】
　前記ビットストリームの前記レイヤの各々に関するチャネルの数は固定である、請求項
１９に記載の方法。
【請求項３０】
　高次アンビソニックオーディオ信号を表すビットストリームを復号するように構成され
た装置であって、
　前記ビットストリームを記憶するための手段と、
　前記ビットストリームにおいて指定されたレイヤの数の指示を、前記ビットストリーム
から取得するための手段と、
　前記ビットストリームにおいて指定されたチャネルの数の指示を取得するための手段と
、
　前記ビットストリームにおいて指定されたレイヤの前記数の前記指示、および前記ビッ
トストリームにおいて指定されたチャネルの前記数の前記指示に基づいて、前記ビットス
トリームの前記レイヤを取得するための手段と、
　を備える装置。
【請求項３１】
　実行されると、１つまたは複数のプロセッサに、
　ビットストリームにおいて指定されたレイヤの数の指示を、前記ビットストリームから
取得することと、
　前記ビットストリームにおいて指定されたチャネルの数の指示を取得することと、
　前記ビットストリームにおいて指定されたレイヤの前記数の前記指示、および前記ビッ
トストリームにおいて指定されたチャネルの前記数の前記指示に基づいて、前記ビットス
トリームの前記レイヤを取得することと、
　を行わせる命令を記憶した非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３２】
　ビットストリームを生成するために高次アンビソニックオーディオ信号を符号化するよ
うに構成されたデバイスであって、
　前記ビットストリームを記憶するように構成されたメモリと、
　前記ビットストリームにおけるレイヤの数の指示を指定し、前記ビットストリームに含
まれるチャネルの数の指示を指定し、チャネルの前記指示された数を含む前記レイヤの前
記指示された数を含む前記ビットストリームを出力するように構成された１つまたは複数
のプロセッサと、
　を備えるデバイス。
【請求項３３】
　レイヤの前記数の前記指示は、以前のフレームに関する、前記ビットストリームおける
レイヤの数の指示を備え、
　前記１つまたは複数のプロセッサは、
　現在のフレームに関して、前記ビットストリームのレイヤの数が、前記以前のフレーム
に関する前記ビットストリームのレイヤの前記数と比較して、変化しているかどうかの指
示を、前記ビットストリームにおいて指定することと、
　前記現在のフレームにおける前記ビットストリームのレイヤの前記指示された数を指定
することと、
　を行うようにさらに構成される、請求項３２に記載のデバイス。
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【請求項３４】
　前記１つまたは複数のプロセッサは、前記現在のフレームにおいて前記ビットストリー
ムのレイヤの前記数が、前記以前のフレームにおける前記ビットストリームのレイヤの前
記数と比較して、変化していないことを前記指示が示すときに、前記現在のフレームに関
する前記レイヤのうちの１つまたは複数におけるバックグラウンド成分の現在の数が、前
記以前のフレームの前記レイヤのうちの１つまたは複数におけるバックグラウンド成分の
以前の数に等しいことの指示を、前記ビットストリームにおいて指定することなく、レイ
ヤの前記指示された数を指定するように構成される、請求項３３に記載のデバイス。
【請求項３５】
　前記高次アンビソニックオーディオ信号をキャプチャするためのマイクロフォンをさら
に備える、請求項３２に記載のデバイス。
【請求項３６】
　高次アンビソニックオーディオ信号を表すビットストリームを生成する方法であって、
　１つまたは複数のプロセッサによって、前記ビットストリームにおけるレイヤの数の指
示を指定することと、
　前記１つまたは複数のプロセッサによって、前記ビットストリームに含まれるチャネル
の数の指示を指定することと、
　前記１つまたは複数のプロセッサによって、チャネルの前記指示された数を含む前記レ
イヤの前記指示された数を含む前記ビットストリームを出力することと、
　を備える方法。
【請求項３７】
　前記レイヤは、第１のレイヤが、第２のレイヤと組み合わせられたときに、前記高次ア
ンビソニックオーディオ信号のより高い分解能表現を提供するように、階層的である、請
求項３６に記載の方法。
【請求項３８】
　前記ビットストリームの前記レイヤは、ベースレイヤとエンハンスメントレイヤとを備
え、
　前記方法は、前記高次アンビソニックオーディオ信号のバックグラウンド成分の無相関
化された表現を取得するために、前記ベースレイヤの１つまたは複数のチャネルに関して
無相関化変換を適用することをさらに備える、請求項３６に記載の方法。
【請求項３９】
　前記無相関化変換はＵＨＪ変換を備え、ここで、前記ＵＨＪ変換のＵがＵｎｉｖｅｒｓ
ａｌ（ＵＤ－４）のＵを指し、前記ＵＨＪ変換のＨがＭａｔｒｉｘ　ＨのＨを指し、およ
び前記ＵＨＪ変換のＪがＳｙｓｔｅｍ　４５ＪのＪを指す、請求項３８に記載の方法。
【請求項４０】
　前記無相関化変換はモード行列変換を備える、請求項３８に記載の方法。
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